
令和７年度 学校評価（自己評価） 

令和 8（2026）6月作成 

1.自己評価 

 目的 １．学校の教育目的、教職員の学校運営に対する意識の啓発を図る。 

    ２．学校にかかる自己点検・自己評価に関する事項を公表することで、学校運営の改善

を図るとともに社会に対する説明責任を果たす。 

 

2.自己点検の項目 

  「看護師養成所の自己点検・自己評価指針」に基づく 9カテゴリー（126項目） 

   

 カテゴリー 点検項目数 

Ⅰ 教育理念・教育目的 
8 

Ⅱ 教育目標 

Ⅲ 教育課程経営 31 

Ⅳ 教授・学習・評価過程 17 

Ⅴ 経営・管理過程 44 

Ⅵ 入学 4 

Ⅶ 卒業・就職・進学 7 

Ⅷ 地域社会・国際交流 7 

Ⅸ 研究 8 

 

3.評価基準：4段階評価 

  4：あてはまる 3：だいたいあてはまる  2：あまりあてはまらない 1：あてはまらない 

 

4.調査実施および報告 

  1）調 査 期 間：令和 8年 5月 28日（木）～令和 8年 6月 5日（金） 

  2）調査対象教員：12名 

  3）学内報告日：令和 7年 6月 9日（火） 

  4）理事会報告日：令和 7年 6月 8日（月） 

 

5.教員による自己点検・自己評価の結果 
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カテゴリ― 
平均 

(R6 年度) 
現状と課題 

令和 8 年度に向けての 

改善策 

Ⅰ 教育理念・教育目的 

3.8 

（3.8） 

・教育理念、教育目的・目標、ＤＰは明

示しているが、学生が常に意識でき

るよう浸透していく。 

・今後の看護を取り巻く環境の変化を

捉え、教育目標との整合性を見直し

ていく。 

・学生のＤＰの評価を活用し状況を客

観的に把握していく。 

・便覧にも教育理念、教育目的・

目標、DP等記載し、入学時・進

級時等都度の説明を実施して

いるが、様々なオリエンテーシ

ョン時にも説明し意識させて

いく。 

・面接時にもＤＰについて確認

しながら現状の把握に努める。 

Ⅱ 教育目標 

Ⅲ 教育課程経営 
3.5 

（3.4） 

・教育目標の到達に向けて、科目間の関

連性をさらに明確にし編成していく

（ライブオンラインや医師の担当す

る科目の順序など）。 

・教員相互の授業参観の実施や意見交

換を実施し、継続的な相互研鑽の仕

組みを構築する。 

・実習の受入れに対し学生・生徒が学び

やすい働きかけ・実習施設との連携

はある。その連携を強化するための

意見交換会等の機会を持つ。 

・教員間の授業参観は実践でき

ていないため、令和 8 年度は 1

回授業参観ができるよう取り

組んでいく。授業参観の際に個

人の評価につながらないよう

な方法を検討していく。 

・実習に関しては臨地側の人材

も不足している現状がある為、

学校・臨地側で一同に会し意見

交換を行う場を設置し実習に

おける問題点・課題等を洗い出

す。 

Ⅳ 
教授・学習・ 

評価過程 

3.4 

（3.3） 

・変化する社会情勢とオンライン授業

の導入に伴う「働きながら学べる学

校」にふさわしい教科外活動の在り

方を見直す必要がある。 

・医療 DXやオンライン診療など、医療

を取り巻く環境の変化を踏まえ、Ｉ

ＣＴを活用した教育内容を継続的に

検討していく。 

・多面的に評価、把握するためには卒業

生（学生・生徒）へアンケートをとる。 

・チューター制による学習支援を実践

しているが、支援に差が生じないよ

う支援内容の共有を図り一貫した体

制の強化が課題である。 

・教育内容マトリックスはまだ未整備

である。 

・教科外活動の在り方に関して

は、早急に検討を行い改善が必

要であると考える 

・卒業生においては. 

Googleclassroomでの ID を残 

したままにしており、必要時の 

連絡方法としてその ID を使用 

している。この IDを活用し卒 

業生にアンケートを実施する。 

・教育内容マトリックスを作成 

し見直しを行う。 

Ⅴ 経営・管理過程 
3.4 

（3.4） 

・社会や教育を取り巻く環境の変化に

対応しながら水準を維持向上できる

よう共有し、実践へ反映できている。 

・教職員間の情報共有の強化が必要。 

・各委員会の設置有無、内容等を見直

し、今後委員会活動を検討していく。 

・教職員は現状を共有し、危機意識をも

って取り組んでいる。今後さらに学

校の特色や教育の魅力を効果的に発

信しながら入学者を確保し安定した

財政基盤を維持する。 

・図書室利用の学生・生徒を増やしてい

く。 

・メンタルに問題のある学生・生徒には

教員が対応しているが、専門的な知

識を有した臨床心理士による相談体

制づくりが必要である。 

・情報発信は概ねできている。今後は説

明会等を活用し、保証人との情報共

有を強化する。 

・社会の情勢等については情報

をキャッチし、都度教職員で対

応を検討していく。 

・教職員間の情報共有に関して 

 朝礼等を活用し些細な事象に

関しても情報を伝達していく。

学生・生徒に関する情報共有に

関しては、学生・生徒が安心し

て教育を受けられるよう、情報

を発信していく。 

・臨床心理士の相談体制に関し

ては、今後学校長等と相談し進

めていく。 

・保証人との情報共有に関して

は、今後問題点等を洗い出し対

策を検討していく。 



Ⅵ 入学 
3.3 

（3.5） 

・入学試験が面接のみとなったことで、

学生・生徒の能力がわかりづらい。 

・今後は、オープンキャンパスの企画、

運営をより効果的にし募集活動につ

なげていく。 

・令和 9 年度の願書提出時の書

類を一部変更し、個人が見えや

すい内容(看護師をめざした理

由、個人の PR 等)を追加し新た

な用紙とした。 

・オープンキャンパス、Night オ 

ープンキャンパスより入学へ 

つなげられるようあり方を検 

討していく。 

Ⅶ 卒業・就職・進学 
3.3 

（3.2） 

・卒業後の活動状況を捉えることがで

きていないため、卒業生とのネット

ワークの構築を促進する。 

・卒業生にアンケートを実施し、教育目

的、目標等意見を聴取する。 

・同窓会を活用する。 

・Googleclassroom の ID を活用

したアンケート調査を実施す

る。 

・同窓会の活用に関しては、同窓

会長へ連絡を取りともに進め

ていく。 

Ⅷ 地域社会・国際交流 
3.3 

（2.7） 

・学生・生徒の地域貢献の活動は不十分

である。 

・今後外国人留学生を受け入れるため

のマニュアルの整備が必要である。 

・グローバル化が進む医療現場に対応

するため、教育活動に異文化交流の

場を設けることが必要である。 

・地域貢献の場の提供や異文化

交流の場の提供に関しては、今

後情報を収集しながら検討し

ていく。 

・外国人留学生のマニュアルに

関しては、令和 8 年度に作成予

定である。 

Ⅸ 研究 
2.1 

（2.4） 

・教員の研修参加に関して把握できて

いない現状がある為、今後年間の研

修計画を立案し実践していくことが

必要である。 

・研究に関しては取り組むことができ

ていない。組織的な支援は十分では

ないが、研究成果の発表や共有につ

ながる仕組みづくりからはじめるこ

とが課題である。 

また、研究倫理審査委員会の規定も

未整備である。 

・研修参加に関しては、受講費用

の面での課題が残る。しかし、

研修費用が安価な研修や学内

で教員が研修を企画しミニ学

習会の開催等も検討の余地が

ある為、計画していく。また、

それを年間計画に組み込んで

いく。 

・研究に関しては難しい点もあ

るが、まずは研究倫理審査委員

会の規定を新規に作成してい

く。 

平   均 
3.3 

（3.2） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


